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 有限体での演算と多次元擬似乱数


















      東京大学大型大型計算機センターの場合











             鎌倉稔成（統計数理研究所，1985年4月より中央大学）
 最尤推定量は対数尤度の微分を0とおいた尤度方程式の解として通常求められるが，その陽
な表現ができない場合には，Newton－Raphson法などによる繰返し計算を利用することが多
い．その際には，対数尤度（しばしば『和』の形をしている）のヘシアソ行列が必要にたる．
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 REDUCEでは，微分については問題ないが，『和演算』を含んだ式を取扱うためには，単に
1inear operatorとするだけでたく，15ほどの公式を組込んでおく必要があった．しかし，まと
め方の良し悪しが結果の見通しの良さを左右することを考えると末だ十分とはいえない．
 複雑た確率モデルの尤度を考える場合には，大変な計算を要すことが多いので，数式処理シ
ステムの利用価値はあるように思う．REDUCEには，特に，積分および和分計算機能の充実を
要望する．
